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皮 膚 感 染 症 に 対 す るRU28965錠 の 臨 床 的 検 討

大 石 空 ・松 永 若 利 ・荒 尾 龍 喜

熊本大学 医学部皮膚科学教 室

新 しいマ クロライ ド系抗生物質で あるRU 28965錠 の皮膚 感染症 に対す る治療効果,副 作用,有 用

性について検討 した。対 象症例数 は8例 で毛嚢炎1例,痛1例,表 在性 リンパ管炎2例,化 膿性爪囲

炎1例,集 簇性〓瘡1例,皮 下膿瘍1例,二 次 感染1例 であった。投与量は200～300mg/dayで4～7

日間投薬 した。治療成績 は治癒3例,著 しく改善1例,か な り改善2例,や や改善1例,不 変1例 で

あった。増悪 した症例 はな く,有 効率は75.0%で あ った。本剤使用 による副作用は軽度の下痢1例 が

認められたが,投 与中止後速やか に消失 した。

RU 28965は'フ ランス,ル セル ・ユ クラフ社 で合成

された半合成マクロライ ド系抗生物質である。抗菌 スペ

クトラム,抗 菌活性 はErythromyci簸 とほぼ等 しくMyco-

plasma,Chlamydia,Legionellaに 対 して も優れた抗菌力

を示す。本剤 は胃酸安定性 に優 れ,代 謝 される割合が少

ない。この特性によ り,他 マクロライ ド剤に比べ5～6倍

の最高血中濃度に達 し,半 減期 も約7時 間 と長 くな り,

体内動態が大 きく改善 された1)。

これらのことより,既 存のマクロライ ド剤の1/4量 で

同程度の臨床効果が期待 され,そ れに伴い高い安全性が

期待される。

I.　対象および投与方法

1.　対象

昭和60年6月 より同年10月 まで に熊本大学医学部附属

病院皮膚科を受診 した皮膚感染症8例 を対象 とし,そ の

内訳は毛嚢炎1例,癌1例,表 在性 リンパ管炎2例,化

膿性爪囲炎1例,集 簇性〓瘡1例,皮 下膿瘍1例,二 次

感染1例 であった。患者の選択基準 と して,年 齢15歳 以

上としたが性別,入 院,外 来は問 わなか った。

2.　投与方法

RU 28965錠(100mg錠 または200mg錠)を 朝 ・夕食前

に経口投与を行った。投 与期 間は原則 として7日 間連続

投与 した。他の化学療法剤(抗 生物質 ・合成抗菌剤),抗

炎症剤,解 熱剤の併用お よび局所投与は行 っていない。

外科的処置は,集 簇性〓瘡1例 お よび二次感染1例 につ

いて主治医が必要 と認めたため切開 を施行 した。

3.　効果判定

RU 28965臨 床試験実施要綱 の評価項 目に より,重 症

度・自他覚所見 ・全般改善度等 を観察 し,投 薬終了時 に

最終全般改善度 と して,1:治 癒,2:著 しく改善,3:

かなり改善,4:や や改善,5:不 変,6:増 悪,7:著 し

く増悪の7段 階で評価 した。

細菌学的効果 は病巣 よ り菌が分離同定 された ものにつ

いて,起 炎菌に対す る消長 を陰性化 ・一部消失 ・不変 ・

菌交代 とし,起 炎菌の消長が明確 でなか った ものに対 し

て は不明 とした。

また,最 終全般改善度 ・総括安全度等 を勘案 し,薬 剤

の 治癒 の有用性 を次の5段 階 で評価 した。1:極 めて有

用,2:有 用,3:や や有用,41有 用 とは思 わない,5:

好 ま しくない

III.　治 療 成 績

本治験に よる検討症例は8例 で,除 外 ・脱落はなか っ

た。症例一覧 をTable 1に示 した。 臨床効果 は治癒3

例,著 しく改善1例,か な り改 善2例,や や改 善

1例,不 変1例 であ り,か な り改善以上を有効 とす る

有効率は75.0%で あ った。

以下に,疾 患別 にその詳細 を述べ る。

1.　毛嚢炎

1例 に使用 し,臨 床効 果 は治癒 を示 した。病巣 か ら

B.subtilisが 分離 された。

2.　〓

1例 に使用 し,臨 床効果はかな り改善 を示 し有効性 を

認めた。

3.　表在性 リンパ管炎 ・化膿性爪囲炎

表在性 リンパ管炎2例,化 膿性爪囲炎1例 に使用 した。

表在性 リンパ管炎は治癒 もしくは著 しく改 善で有効性が

認 められたが,化 膿性 爪囲炎はやや改善に とどまった。

原 因菌 と してP.aerugfnosa 1例,S.aureus 1例 が分離 さ

れた。RU 28965のMICは そ れぞれ>100,0.20μg/ml

であった。

4.　皮下膿瘍 ・集簇性 〓瘡

それぞれ1例 ずつ使用 し,皮 下膿瘍の効果はかな り改

善 で有効性 を認めたが,集 族性〓 瘡については不変であ

った。後者の症例は重症例 であ り,幼 年時 より膿疱が多
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発 していた。本剤投与直前 にNorfroxacinを 内服 してい

たが無 効で あ り、本剤300mg/day7日 間投与 した。硬

結,腫 脹,圧 痛がやや改善 したものの全般的 には改善が

認め られなか った。原 因菌 はStaphylococcus sp(coagula-

senegative)で,本 剤のMICは0.20μg/mlで あ った。

5.　二次感染

1例 に使用 し,臨 床 効果 は治癒であ った。本症例は顔

面部腫傷切除手術後の二次感染であ り,本 剤投与中に切

開 を施行 した。

IV.　副 作 用

1例(皮 下膿痛)に 下痢がみ られたが軽 度であ り,本 剤

投与中止2日 後速やかに消失 した。

V.　有 用 性

最終全般改善度お よび概括安全度を勘案 し,有 用性 を

評価 した。結果は,有 用5例,や や有用2例,有 用とは

思わない1例 で,有 用率(有 用以上)62.5%で あった。

VI.　考 察

皮膚科領域で は,黄 色 ブ ドウ球菌 をは じめ表皮ブ ドウ

球菌な どグラム陽性 菌による感染症が多い。 当施設にお

いて も,分 離 され た菌株 の うち80%(4/5)が グラム陽性

菌であった。それ らの臨床効県は治癒1例,か なり改善

1例,わ ずかに改 善1例,不 変1例 であった。投与量は

8例 中7例300mg/dayb,i.d,の 用法 ・用量で投与 され,

従来 のマ クロ ライ ド剤 の1/4量 でほほ同尊の臨床効果が

得 られた。副作用 に閥 して も,軽 度の下痢がみ られただ

けで投 与中止 によ り消失 した.従 来のマ クロライ ド剤で

は肝障害が しば しば問題 とされて きたが,そ のような副

作用はみられなか った。検討症例 が8例 と数が少なく十

分な検討が行えなかったが,皮 膚感染症に対 し有用な薬

剤 であると考え られた。今後 さらに症例 を増 し,十 分な

検討が期待 される。

Table 1 Clinical summary of RU 28965 treatment

N.D.: Not detected

N.F.: Normal flora
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RU 28965 IN DERMATOLOGY
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We evaluated the efficacy and safety of RU 28965 in the treatment of superficial suppurative skin disease.

RU 28965 was administered to 8 patients (folliculitis 1. furuncle 1. superficial lymphangitis 2, suppurative paronychia

1, subcutaneous abscess 1, acne conglobata 1, secondary infection 1). The dose was 200～300mg/ day and the duration of

treatment 4～7 days, Clinical results obtained were: cured 3, markedly improved 1, moderately improved 2, slightly im

proved 1, unchanged 1. The overall efficacy rate was 75.0%. As an adverse reaction. mild diarrhea was noted in 1 case.


